
う
尊
い
作
業
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
自
体
、
私
の
生
涯

に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
と
思
っ
た
。
特
に
横
江
君

や
原
隊
の
戦
友
た
ち
が
「
隊
長
、
屍
体
埋
葬
の
仕
事
を
引
き
受

け
た
渡
辺
さ
ん
を
恨
み
ま
し
た
が
、
こ
う
し
て
加
藤
戦
友
達
ま

で
立
派
に
埋
葬
で
き
た
今
、
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」

と
い
う
戦
友
達
の
話
を
聞
い
て
涙
が
出
た
。

そ
れ
か
ら
も
毎
夜
赤
々
と
燃
え
る
鎮
魂
の
灯
に
戦
友
の
冥
福

を
祈
り
な
が
ら
、「
俺
た
ち
は
い
つ
の
日
か
生
き
て
日
本
に
帰

れ
る
だ
ろ
う
か
」
と
思
う
日
々
が
続
い
た
。
だ
が
、「
ダ
モ
イ
」

の
話
は
パ
ッ
タ
リ
途
絶
え
た
ま
ま
埋
葬
作
業
は
八
月
上
旬
ま
で

続
い
た
。
窪
地
屍
体
置
場
か
ら
戦
友
の
遺
体
を
一
人
残
ら
ず
正

式
墓
地
に
埋
葬
し
私
ど
も
の
任
務
を
達
成
し
た
時
、
そ
の
埋
葬

人
員
は
確
か
に
六
百
人
を
超
え
て
い
た
。

忘
れ
も
し
な
い
昭
和
二
十
一
年
八
月
十
五
日
の
朝
、
赤
鬼
所

長
か
ら
「
渡
辺
中
隊
は
日
本
人
墓
地
整
備
に
全
員
出
役
せ
よ
」

と
の
命
令
が
あ
っ
た
。
私
は
中
隊
の
戦
友
達
を
励
ま
し
て
墓
地

を
整
備
し
、
墓
地
の
一
つ
一
つ
に
野
花
を
捧
げ
周
囲
を
清
掃
し

て
い
る
と
、
所
長
以
下
ソ
連
の
ス
タ
ッ
フ
一
同
が
盛
装
で
揃
っ

て
や
っ
て
き
た
。
そ
し
て
野
草
で
作
っ
た
ソ
連
式
の
大
き
な
花

輪
を
捧
げ
て
、
ソ
連
式
の
鎮
魂
の
儀
式
で
い
か
め
し
く
祈
っ
て

く
れ
た
。

そ
れ
か
ら
赤
鬼
所
長
は
、
私
ど
も
中
隊
の
前
に
立
っ
て
「
渡

辺
中
隊
の
努
力
に
よ
っ
て
日
本
人
墓
地
が
立
派
に
出
来
た
。
皆

さ
ん
に
感
謝
す
る
」
と
言
い
脱
帽
し
て
わ
れ
わ
れ
に
礼
を
言
っ

て
く
れ
た
。
私
は
、
そ
の
日
が
日
本
敗
戦
後
ま
る
一
年
目
で
あ

る
こ
と
と
、
私
ど
も
の
隊
だ
け
こ
の
墓
地
に
集
め
て
戦
友
の
慰

霊
を
し
て
く
れ
た
赤
鬼
所
長
に
軍
人
と
し
て
の
友
情
を
感
じ
、

心
か
ら
感
謝
し
た
。

そ
れ
か
ら
私
ど
も
は
み
ん
な
で
枯
れ
木
を
集
め
最
後
の
訣
別

だ
と
特
に
大
き
な
薪
火
を
捧
げ
て
、
戦
友
の
眠
る
墓
地
を
後
に

収
容
所
に
入
っ
た
。
収
容
所
か
ら
見
え
る
墓
地
に
は
そ
れ
か
ら

も
「
鎮
魂
の
灯
」
は
赤
々
と
燃
え
続
け
て
い
た
。

異
国
の
丘
シ
ベ
リ
ア
抑
留
　 

長
野
県
　
高
嶋
利
春
　 

昭
和
十
八
年
七
月
二
十
六
日
、
徴
兵
検
査
。



十
九
年
一
月
八
日
、
二
十
年
間
生
ま
れ
育
っ
た
地
の
村
人
に

送
ら
れ
、
意
気
揚
々
と
高
崎
第
三
十
八
部
隊
に
一
月
十
日
入

隊
。
こ
の
伊
那
谷
よ
り
二
百
人
く
ら
い
の
新
兵
が
行
く
。
私
は

機
関
銃
中
隊
に
配
属
さ
れ
、
北
支
軍
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。
静

岡
出
身
の
山
本
軍
曹
が
迎
え
に
来
て
い
た
。

そ
れ
か
ら
約
二
週
間
後
、
一
月
二
十
四
日
と
思
う
が
、
高
崎

の
駅
か
ら
夜
出
発
し
、
汽
車
は
一
路
博
多
港
に
向
か
う
。
そ
の

夜
は
博
多
は
雨
降
り
で
、
外
地
か
ら
の
除
隊
の
兵
と
の
行
き
違

い
で
、
そ
れ
は
何
と
も
言
え
な
い
思
い
で
あ
っ
た
。
や
が
て
乗

船
、
釜
山
に
向
か
う
。
翌
朝
着
き
、
列
車
で
奉
天
か
ら
天
津

に
。
天
津
に
一
泊
、
天
津
の
夜
は
雪
降
り
で
非
常
に
寒
い
。
朝

食
を
と
り
、
今
度
は
ト
ラ
ッ
ク
で
我
が
教
育
隊
に
向
か
う
。
い

よ
い
よ
戦
地
。
五
人
に
一
丁
の
小
銃
を
渡
さ
れ
、
物
々
し
い
雰

囲
気
で
あ
る
が
無
事
に
着
く
。
三
月
末
に
は
教
育
が
終
わ
り
、

四
月
末
に
河
南
作
戦
に
参
加
す
る
た
め
豊
台
に
集
結
。
五
月
八

日
、
菊
兵
団
の
指
揮
下
に
入
る
。
京
漢
作
戦
、
洛
陽
に
向
か

う
。
五
月
十
九
日
総
攻
撃
、
二
十
一
日
洛
陽
城
攻
略
。
ま
た
河

北
雄
県
に
位
置
し
討
伐
作
戦
の
毎
日
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
命
に
よ
り
二
十
年
五
月
三
十
日
、
米
ソ
戦
に
対
応

す
る
た
め
満
州
に
移
動
、
駐
六
十
三
師
団
の
指
揮
下
に
入
る
。

す
ぐ
に
承
徳
作
戦
に
参
加
。
八
月
十
五
日
、
満
州
錦
県
に
集

結
。
八
月
十
六
日
、
奉
天
二
〇
一
貨
物
■
に
移
動
。
同
地
に
て

武
装
解
除
を
受
け
る
。

二
、
三
日
過
ぎ
て
貨
物
■
よ
り
移
動
。
そ
の
と
き
に
、
食

糧
、
衣
服
等
出
来
る
だ
け
多
く
持
つ
よ
う
指
示
あ
り
。
北
陵
大

学
校
に
移
動
。
こ
の
大
学
校
に
二
週
間
く
ら
い
。
九
月
七
日
、

奉
天
よ
り
ソ
連
軍
の
捕
虜
と
し
て
シ
ベ
リ
ア
に
連
行
さ
れ
、
バ

イ
カ
ル
湖
西
方
チ
ェ
レ
ン
ホ
ー
ボ
第
一
収
容
所
へ
。
こ
の
間

種
々
と
デ
マ
が
。
ウ
ラ
ジ
オ
か
ら
帰
国
と
か
い
ろ
い
ろ
と
騙
さ

れ
て
、
貨
車
の
二
段
ベ
ッ
ド
で
家
畜
同
様
の
輸
送
で
あ
っ
た
。

長
い
長
い
旅
路
だ
っ
た
。
そ
の
間
、
食
糧
は
持
っ
て
い
た
が
な

か
な
か
食
事
を
作
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
貨
車
に
乗
り
込

ん
だ
と
き
、
日
本
に
帰
る
ん
だ
か
ら
少
し
の
辛
抱
と
思
い
し

に
、
何
日
か
走
っ
て
バ
イ
カ
ル
湖
に
出
た
と
き
は
ま
さ
し
く
ウ

ラ
ジ
オ
の
海
だ
と
思
っ
て
、
皆
の
喜
び
は
大
変
な
も
の
だ
っ
た

が
、
ま
た
山
の
中
に
走
っ
て
行
っ
た
。
バ
イ
カ
ル
湖
で
あ
る
こ

と
を
知
っ
た
。
考
え
て
み
る
と
、
貨
車
の
後
方
よ
り
日
の
出
が

見
え
、
日
本
へ
の
帰
国
は
全
く
絶
望
的
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、



だ
れ
一
人
口
を
き
く
者
も
な
く
、
私
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
。

道
中
、
雨
の
降
る
日
も
あ
り
、
九
月
の
初
旬
と
い
う
の
に
雪

ま
じ
り
、
寒
さ
が
身
に
し
み
る
。
現
地
の
住
民
も
、
長
い
戦
争

の
た
め
か
靴
下
を
は
い
て
い
る
人
は
全
く
見
な
い
。
そ
ん
な
状

況
の
約
二
週
間
だ
っ
た
と
思
う
が
、
真
夜
中
に
我
々
の
貨
車
が

と
ま
っ
た
所
は
炭
坑
の
ど
真
ん
中
。
そ
の
と
き
、
い
よ
い
よ
来

る
所
ま
で
来
た
ん
だ
と
観
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
全
く
夢

に
も
思
わ
ぬ
所
で
あ
っ
た
。

午
前
九
時
頃
「
下
車
」
と
指
示
が
あ
り
、
見
る
と
、
小
高
い

丘
の
上
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
向
こ
う
に
収
容
所
と
思
わ
れ

る
、
高
い
柱
に
鉄
線
を
張
り
、
四
隅
に
銃
を
持
つ
四
人
の
兵
士

が
見
え
る
。
ま
さ
し
く
ラ
ー
ゲ
ル
で
あ
る
。
や
が
て
、
千
五
百

人
の
我
々
仲
間
は
収
容
所
前
に
整
列
、
待
つ
こ
と
三
時
間
余
。

見
れ
ば
見
る
ほ
ど
や
は
り
捕
虜
収
容
所
。
二
重
の
柵
、
外
は
高

圧
線
で
あ
る
。
中
に
入
る
、
持
ち
物
は
全
部
そ
の
場
に
置
い
て

入
る
よ
う
に
と
の
こ
と
。
入
る
と
同
時
に
門
の
扉
が
閉
ま
る
。

待
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
大
型
の
ト
ラ
ッ
ク
が
来
て
全
部
没

収
。
な
ん
と
も
や
り
き
れ
な
い
思
い
で
あ
っ
た
。
夜
に
な
っ
て

毛
布
一
人
一
枚
と
飯
盒
が
渡
さ
れ
、
深
刻
な
捕
虜
生
活
が
始

ま
っ
た
。

一
夜
が
明
け
て
翌
日
ま
た
千
五
百
人
、
我
が
仲
間
が
入
っ
て

来
た
。
収
容
所
は
大
混
乱
と
な
る
。
三
千
人
も
収
容
し
た
。
水

道
の
設
備
が
な
い
と
こ
ろ
で
炊
事
を
始
め
た
。
宿
舎
は
二
百
五

十
人
収
容
の
棟
が
二
十
五
棟
あ
っ
た
。
水
は
三
キ
ロ
く
ら
い
離

れ
た
所
か
ら
運
ん
で
大
変
な
こ
と
で
あ
る
。

最
終
的
に
は
さ
ら
に
千
五
百
人
、
計
四
千
五
百
人
の
人
員
に

な
っ
た
。
人
間
の
住
め
る
状
況
で
は
な
い
。
そ
ん
な
中
を
だ
ん

だ
ん
と
整
備
し
た
。
便
所
も
冬
に
備
え
て
収
容
所
内
に
二
ヵ

所
、
簡
単
な
素
掘
り
で
、
深
さ
が
五
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
十
メ
ー

ト
ル
く
ら
い
掘
っ
て
作
り
、
大
変
な
作
業
で
あ
っ
た
。

そ
の
間
に
身
体
検
査
が
始
ま
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
作
業
の
内

容
が
決
ま
る
。
一
級
、
二
級
、
三
級
、
Ｏ
Ｋ
（
オ
カ
）
と
四
段

階
。
一
級
、
二
級
は
主
に
炭
坑
、
三
級
は
四
時
間
作
業
、
Ｏ
Ｋ

は
作
業
な
し
。
こ
ん
な
等
級
で
い
よ
い
よ
十
月
末
よ
り
作
業
を

開
始
。
し
か
し
、
ぼ
つ
ぼ
つ
寒
さ
も
増
し
、
十
一
月
と
も
な
る

と
零
下
十
度
。
日
増
し
に
加
わ
る
寒
さ
と
、
食
糧
も
粟
、
エ
ン

バ
ク
、
高
粱
と
い
っ
た
物
で
、
こ
れ
も
腹
三
分
。
と
て
も
作
業

の
で
き
る
状
態
で
は
な
い
。



十
一
月
も
過
ぎ
十
二
月
半
ば
頃
に
な
る
と
病
人
が
続
出
。
水

が
な
い
の
で
顔
す
ら
洗
う
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
し
て
や
風
呂
も

な
い
。
シ
ラ
ミ
に
よ
る
発
疹
チ
ブ
ス
、
ま
た
赤
痢
の
患
者
。
シ

ラ
ミ
の
媒
介
に
よ
り
二
百
五
十
人
兵
舎
に
チ
ブ
ス
患
者
が
二
、

三
人
出
る
と
、
一
夜
に
し
て
十
人
、
二
十
人
と
な
り
、
半
数
く

ら
い
の
患
者
が
四
、
五
日
で
出
る
と
い
っ
た
具
合
だ
が
、
薬
が

な
い
の
で
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
私
は
幸
い
赤
痢
で

あ
っ
た
の
で
、
毎
日
木
炭
を
薬
に
し
て
食
べ
て
一
ヵ
月
く
ら
い

苦
し
み
生
死
を
さ
ま
よ
っ
て
、
二
ヵ
月
く
ら
い
で
正
常
に
な
っ

た
。
し
か
し
チ
ブ
ス
患
者
は
毎
日
数
を
増
し
、
二
月
中
旬
頃
よ

り
ば
た
ば
た
と
死
亡
。
兵
舎
の
ど
の
棟
も
す
き
す
き
に
な
る
く

ら
い
、
そ
の
有
様
は
ま
さ
に
生
き
地
獄
と
言
う
か
、
一
緒
に
寝

て
い
た
戦
友
が
朝
起
き
て
み
る
と
死
ん
で
い
る
こ
と
も
珍
し
く

な
い
。
後
で
考
え
る
と
、
何
か
肉
親
に
伝
え
た
い
こ
と
も
あ
っ

た
だ
ろ
う
と
、
余
り
に
も
や
り
き
れ
な
い
思
い
で
あ
る
。

私
も
下
痢
が
と
ま
り
調
子
が
よ
く
な
り
、
自
分
で
も
や
っ
と

の
こ
と
で
希
望
が
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
月
中
旬
、
若
干

暖
か
く
も
な
り
、
班
に
帰
り
身
体
検
査
の
結
果
、
三
級
。
し
ば

ら
く
の
間
軽
作
業
、
四
時
間
の
作
業
場
に
行
く
。
た
ま
た
ま

夜
、
戦
友
の
埋
葬
に
出
る
。
割
当
て
が
あ
り
三
人
出
て
行
く
。

屍
室
の
前
に
行
く
と
馬
そ
り
に
三
頭
の
馬
が
い
た
。
す
る
と
ロ

シ
ア
の
兵
士
が
、
十
五
体
を
こ
の
「
そ
り
」
に
積
む
よ
う
に
と

指
示
。
室
に
入
る
と
び
っ
く
り
、
戦
友
の
屍
が
何
百
体
と
も
知

れ
ぬ
、
い
っ
ぱ
い
積
み
重
な
っ
て
お
り
、
体
に
は
何
も
着
て
お

ら
ず
真
っ
裸
。「
ふ
ん
ど
し
」
一
つ
着
け
て
い
な
い
。
余
り
の

姿
に
驚
き
入
っ
た
。
瞬
間
、
後
ろ
に
戻
っ
た
。
大
き
い
室
に
何

重
に
も
積
み
重
な
っ
た
屍
の
山
、
戦
争
中
の
大
き
な
作
戦
で
も

こ
の
よ
う
な
所
は
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
見
れ
ば
見
る
ほ
ど

哀
れ
と
言
う
か
、
言
葉
に
な
ら
な
い
。
仕
方
な
く
一
台
の
「
そ

り
」
に
十
五
体
を
横
積
み
に
し
て
、
三
～
四
キ
ロ
く
ら
い
向
こ

う
の
丘
の
上
に
運
ん
だ
。
ま
だ
ま
だ
寒
く
土
で
埋
め
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
で
雪
で
埋
め
て
、
ソ
連
の
監
視
兵
の
「
ヴ
ィ
ス
ト

ラ
、
ダ
ワ
イ
、
ダ
ワ
イ
（
早
く
早
く
）

」
の
声
に
涙
し
て
帰
っ

た
。
そ
の
後
も
二
回
く
ら
い
行
っ
た
が
相
変
わ
ら
ず
屍
室
は

い
っ
ぱ
い
で
、
ま
だ
ま
だ
相
当
な
人
が
死
ん
で
い
る
よ
う
で

あ
っ
た
。

一
時
、
寒
さ
と
病
人
で
作
業
も
室
内
作
業
を
除
い
て
中
止
と

な
り
、
二
月
末
再
開
さ
れ
た
。
三
月
に
な
っ
て
浴
場
が
で
き
、



や
っ
と
の
こ
と
で
シ
ラ
ミ
の
発
生
も
防
ぎ
、
衣
服
の
消
毒
も
一

週
間
に
一
度
く
ら
い
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
作
業
は
炭
坑
が

主
だ
が
、
レ
ン
ガ
作
り
、
建
築
、
ガ
ラ
ス
工
場
等
々
も
あ
り
、

春
か
ら
夏
は
コ
ル
ホ
ー
ズ
作
業
。
春
に
な
っ
て
、
や
っ
と
我
が

収
容
所
に
水
道
敷
設
工
事
が
始
ま
っ
た
。
こ
れ
は
自
分
た
ち
の

施
設
だ
か
ら
と
、
一
日
の
作
業
が
終
わ
っ
て
か
ら
二
、
三
時
間

余
分
に
強
制
さ
れ
、
三
メ
ー
ト
ル
余
の
穴
掘
り
だ
。
大
変
な
作

業
で
、
完
成
ま
で
に
四
ヵ
月
く
ら
い
か
か
っ
た
。

身
体
検
査
は
月
一
回
、
そ
の
結
果
で
作
業
場
が
決
め
ら
れ

た
。
仕
事
の
量
「
ノ
ル
マ
」
は
、
一
番
き
つ
い
の
は
炭
坑
で
の

石
炭
の
貨
車
積
み
で
あ
っ
た
。
毎
日
の
現
場
の
状
況
に
も
よ
る

が
、
二
十
人
か
ら
二
十
五
人
で
一
日
の
ノ
ル
マ
七
十
～
八
十
ト

ン
だ
。
実
際
最
初
は
六
〇
％
く
ら
い
が
や
っ
と
で
、
一
〇
〇
％

は
容
易
な
こ
と
で
は
な
く
、
作
業
が
終
わ
っ
て
帰
る
と
き
に
現

場
の
監
督
と
交
渉
を
し
て
仕
事
の
出
来
高
を
決
め
る
こ
と
も

度
々
で
あ
っ
た
。

仕
事
の
出
来
高
に
よ
る
食
糧
の
差
は
、
余
り
に
も
常
の
量
が

少
な
い
た
め
に
で
き
ず
、
こ
れ
以
上
減
ず
る
と
作
業
に
出
な
い

と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
黒
パ
ン
二
百
グ
ラ
ム
に
ス
ー
プ
が
飯

盒
の
中
蓋
に
一
杯
が
常
で
あ
っ
た
。
健
康
の
管
理
な
ど
考
え
る

こ
と
よ
り
、
い
か
に
一
時
的
に
空
腹
を
満
た
す
か
で
毎
日
を
暮

ら
し
た
。
春
に
な
る
と
作
業
の
行
き
帰
り
に
ヨ
モ
ギ
、
ア
カ
ザ

な
ど
、
野
原
の
雑
草
で
口
に
入
る
物
は
何
で
も
取
っ
て
来
て

ラ
ー
ゲ
ル
で
茄
で
て
食
べ
る
。
ア
カ
ザ
な
ど
は
非
常
に
ア
ク
が

強
い
た
め
、
水
で
よ
く
ア
ク
抜
き
を
し
て
か
ら
で
な
い
と
病
気

に
な
り
、
命
を
な
く
す
人
も
い
た
。
ま
た
春
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
作

業
。
馬
鈴
薯
の
種
播
き
に
行
き
、
種
イ
モ
を
生
で
食
べ
て
胃
の

中
で
醗
酵
し
て
ガ
ス
が
た
ま
り
亡
く
な
っ
た
人
が
、
私
の
知
っ

て
い
る
中
で
四
、
五
人
は
い
る
。
こ
の
よ
う
に
空
腹
に
耐
え
き

れ
ず
に
命
を
な
く
す
よ
う
な
出
来
事
も
数
多
く
、
す
べ
て
を
こ

こ
に
は
表
せ
な
い
。
シ
ベ
リ
ア
の
現
地
の
人
で
す
ら
食
糧
が
不

足
し
て
い
る
の
に
、
我
々
抑
留
者
を
六
十
万
人
も
送
り
込
ん
だ

の
だ
か
ら
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

寒
さ
と
飢
え
の
環
境
は
経
験
の
な
い
こ
と
で
、
夢
に
も
思
わ

ぬ
こ
と
で
あ
る
。
毎
日
毎
日
、
自
分
の
体
力
の
衰
え
が
わ
か
る

の
で
、
で
き
る
だ
け
動
か
ず
に
身
が
保
た
れ
る
よ
う
に
心
掛
け

て
毎
日
を
送
っ
て
い
た
。
衣
服
等
も
、
だ
ん
だ
ん
死
ん
だ
戦
友

の
着
た
も
の
を
着
る
と
い
う
こ
と
で
賄
っ
て
い
た
。



毎
日
の
作
業
が
終
わ
り
ラ
ー
ゲ
ル
に
帰
る
。
夕
食
が
終
わ
る

と
週
に
二
回
、
民
主
化
運
動
の
講
義
が
あ
る
が
、
我
が
ラ
ー
ゲ

ル
は
出
席
す
る
だ
け
で
特
別
の
問
題
は
な
か
っ
た
。
毎
日
厳
寒

と
飢
え
に
耐
え
な
が
ら
、
そ
の
日
が
終
わ
る
と
床
の
中
で
、
今

日
一
日
を
送
る
こ
と
が
で
き
た
と
ほ
っ
と
し
、
故
郷
の
肉
親
へ

思
い
を
め
ぐ
ら
せ
、
明
日
へ
の
希
望
を
「
東
京
ダ
モ
イ
」
と
自

分
に
言
い
聞
か
せ
る
毎
日
で
あ
っ
た
。
私
は
三
年
間
同
じ
収
容

所
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
点
は
恵
ま
れ
て
い
た
。

昭
和
二
十
三
年
二
月
に
、
各
作
業
場
の
引
率
者
は
将
校
ま
た

は
下
士
官
で
あ
っ
た
の
が
、
一
般
か
ら
の
推
薦
に
よ
り
決
め

て
、
私
も
そ
の
一
人
に
な
っ
た
。

四
月
二
十
二
日
の
二
番
作
業
、
午
後
四
時
か
ら
ウ
チ
ヤ
ス
ク

で
作
業
中
、
午
後
六
時
こ
ろ
だ
と
思
う
が
、
ソ
連
の
兵
士
に
私

は
収
容
所
に
帰
る
よ
う
に
と
言
わ
れ
、
私
は
一
瞬
、
ダ
モ
イ
あ

る
い
は
収
容
所
の
移
動
か
な
と
様
々
な
想
定
を
し
な
が
ら
収
容

所
に
帰
り
本
部
に
行
く
と
、
約
五
十
人
の
仲
間
が
お
っ
た
。
帰

る
と
は
言
わ
な
い
が
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
三
年

間
生
死
を
共
に
し
た
戦
友
と
別
れ
る
こ
と
に
な
る
と
、
何
と
な

く
別
れ
が
惜
し
い
。
何
人
か
に
あ
い
さ
つ
を
し
て
身
の
回
り
を

片
付
け
て
、
そ
の
夜
十
時
頃
、
チ
ェ
レ
ン
ホ
ー
ボ
の
思
い
出
深

い
収
容
所
を
後
に
し
た
。
そ
の
不
安
と
希
望
は
、
本
人
で
な
け

れ
ば
わ
か
ら
な
い
思
い
で
あ
っ
た
。

三
日
目
あ
た
り
、
ど
こ
か
わ
か
ら
な
い
町
ら
し
き
所
に
着
い

た
が
、
ナ
ホ
ト
カ
に
近
い
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
入
っ
た
。
ほ
っ

と
し
た
が
、
ま
た
翌
日
よ
り
作
業
が
始
ま
る
。
船
の
貨
物
の
積

み
下
ろ
し
、
毎
日
毎
日
が
そ
の
繰
り
返
し
、
大
変
な
重
労
働
で

あ
る
。
や
が
て
六
月
が
終
わ
り
七
月
二
十
八
日
、
三
ヵ
月
の
ナ

ホ
ト
カ
で
の
労
働
が
終
わ
り
、
今
度
は
間
違
い
な
く
日
本
に
帰

れ
る
と
い
う
こ
と
を
手
続
き
等
で
知
っ
た
。
午
後
三
時
乗
船
、

港
に
行
く
と
船
に
日
の
丸
の
旗
、
夢
に
ま
で
見
た
こ
の
日
、
そ

ん
な
こ
と
を
思
い
な
が
ら
船
に
飛
び
乗
る
。

七
月
三
十
一
日
、
舞
鶴
港
に
無
事
帰
還
が
で
き
た
。
船
の
中

で
は
特
別
な
問
題
も
な
く
平
穏
で
あ
っ
た
。
し
か
し
我
が
家
へ

戻
る
と
、
農
家
と
い
え
ど
も
食
糧
等
も
十
分
で
な
く
、
割
当
て

出
荷
で
米
も
余
分
な
物
は
何
も
な
く
、
今
度
は
自
分
で
自
分
の

生
活
の
道
を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
仕
事
も
す
ぐ
見

つ
か
ら
ず
、
暑
さ
に
負
け
た
が
、
九
月
に
な
っ
て
や
っ
と
涼
し

く
な
っ
た
こ
ろ
仕
事
に
も
身
が
入
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
二



十
五
年
に
酪
農
に
夢
を
持
ち
、
始
め
た
が
、
今
は
乳
牛
も
二
百

頭
の
規
模
に
な
り
、
や
っ
と
長
い
旅
路
も
七
十
五
歳
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
た
。

シ
ベ
リ
ア
抑
留
記
　 

岐
阜
県
　
坂
井
文
介
　 

拉
古
収
容
所
へ
集
結

密
林
山
岳
に
立
て
こ
も
っ
て
い
た
日
本
軍
将
兵
は
、
軍
司
令

部
の
命
令
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、
朝
ま
で
に
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か

ら
横
道
河
子
の
広
場
に
集
ま
っ
て
く
る
。
い
ず
れ
も
哀
れ
な
姿

で
あ
る
。
敗
戦
の
惨
め
さ
を
目
の
当
た
り
に
見
る
と
我
慢
が
し

き
れ
な
い
。
敵
陣
に
切
り
込
ん
で
暴
れ
た
い
気
持
ち
で
あ
る
。

一
度
、
山
岳
に
難
を
避
け
て
機
を
う
か
が
っ
て
い
た
将
兵
が
、

あ
き
ら
め
て
山
を
降
り
て
来
る
。
私
た
ち
は
ま
る
一
昼
夜
食
事

に
あ
り
つ
け
な
か
っ
た
が
、
よ
う
や
く
乾
パ
ン
が
渡
さ
れ
こ
れ

を
か
じ
っ
た
。

お
茶
も
な
い
ほ
ん
と
う
に
飢
え
を
し
の
ぐ
だ
け
の
給
食
で
あ

る
。
私
は
、
北
支
の
戦
地
で
塩
の
な
い
つ
ら
さ
を
つ
く
づ
く
味

わ
っ
て
い
た
の
で
、
家
を
出
る
と
き
塩
を
軍
足
に
入
れ
て
、
こ

れ
を
携
帯
し
て
い
た
。
こ
れ
を
少
し
ず
つ
な
め
た
。
野
原
に
集

結
し
て
く
る
日
本
軍
が
日
に
日
に
増
え
て
く
る
。
三
百
人
く
ら

い
の
一
集
団
を
作
り
、
や
が
て
も
と
来
た
牡
丹
江
へ
の
道
を
引

き
返
せ
と
い
う
ソ
連
側
の
命
令
で
あ
る
。

も
う
こ
の
頃
か
ら
は
日
本
軍
の
将
官
、
佐
官
ク
ラ
ス
は
ど
こ

か
に
姿
を
消
し
て
い
た
。
尉
官
、
下
士
官
兵
と
い
っ
た
集
団

で
、
こ
の
頃
は
ま
だ
階
級
章
は
守
ら
れ
、
我
々
は
第
五
軍
司
令

部
福
島
大
尉
が
集
団
の
長
と
な
っ
て
い
た
。

無
防
備
、
身
軽
な
装
具
で
あ
る
雑
の
う
と
飯
盒
と
い
う
生
き

る
の
み
の
携
帯
品
を
身
に
つ
け
て
の
行
軍
が
始
ま
っ
た
の
で
あ

る
。
自
動
車
も
軍
馬
も
ソ
連
軍
に
徴
発
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
た

だ
し
給
与
関
係
の
一
部
の
者
に
は
馬
と
荷
車
を
使
用
す
る
こ
と

を
許
さ
れ
た
。
横
道
河
子
の
数
日
は
夢
の
よ
う
に
過
ぎ
た
。

い
よ
い
よ
ソ
連
行
き
の
捕
虜
行
で
あ
る
。
煮
え
く
り
返
る
よ

う
な
悔
し
さ
の
毎
日
が
続
く
。
牡
丹
江
へ
の
道
を
再
び
引
き
返

し
て
行
く
。
数
日
前
車
で
走
っ
た
道
で
あ
る
が
、
も
は
や
初
秋

の
草
花
が
美
し
く
咲
い
て
い
る
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。




